







や数字等の記載方式を再確認すると共に、各原稿にそれらの基準によって訂正したりその他必要な加筆を行なったりした。また、全体の構成を決定した上、各章の中での各項目の配列をも定め、各章の冒頭にはその部類に関する概説を置くことを決めて、分担執筆 も行なっ が、そ際は辛〒至一牽度のメンバーであった人達 労をもわずらわ た。ここ
こうして数回の討議や分担作業によって初雁文庫の写本（書陵部本の



















年来 国文学文献資料の解題研究を当面のテーマとし、季二年度は初雁文庫を対象としてとり上げた。五三年度には「国文学研究資料館共同研究委員会」が設置され、館内館外の委員 委嘱し、以後、共同研究の計画ならびに実施、共同研究員の選考に関することは今後 この委員会の審議によるこ になった。
幸一二年度から 写本斑と共に版本における解題研究を考えるグループ（仮称版本班）が設置され、版本（俳書に限定）解題のためのマニュア班）
ルを論議した。
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幸一二年度には「国文学研究資料館共同研究委員会」が設置され、館内
館外の委員を委嘱し、以後、共同研究の計画ならびに実施、共同研究員の選考に関することは爾後 この委員会の審議によることになった。
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